












































































挙げられるであろう 15。この PISAに関しては 2018 年度の結果が昨年発表さ
れ，更なる読解力の低下が話題を呼んでおり 16，今後この国語科内での循環

















































































































































































































































































































































ノート（自学含む）・連絡帳 4 4 1
漢字練習 5 3 1
名前書き 3 3 2 1
テスト 3 1 1 4
原稿用紙 7 2
メモ（自分のため） 1 1 5 2
日記（交換や学校課題も含む） 2 3 4
手紙（葉書・年賀状） 3 3 1 2
Q書写で学んだことは字を書くときに生きていると思うか
思う 少し思う あまり思わない 思わない
7 2









ノート（自学含む）・連絡帳 4 4 2
漢字練習 5 2 3
名前書き 4 4 2
テスト 1 1 3 6

















名前書き 3 1 1
テスト 1 2 2
原稿用紙 3 1 1
自由研究や掲示物 1 1 3
メモ（自分のため） 3 2
日記（交換や学校課題も含む） 3 2
手紙（葉書・年賀状） 3 1 1
Q書写で学んだことは字を書くときに生きていると思うか











ノート（自学含む）・連絡帳 1 3 1
漢字練習 5
名前書き 1 3 1
テスト 2 2 1
原稿用紙 3 2 1
自由研究や掲示物 1 1 1 1 1
メモ（自分のため） 1 4
日記（交換や学校課題も含む） 5
手紙（葉書・年賀状） 1 1 1 2
Q書写で学んだことは字を書くときに生きていると思うか










ノート（自学含む）・連絡帳 1 1 4
漢字練習 1 2 3
名前書き 1 2 1 2
テスト 1 2 3
原稿用紙 2 1 1 2
自由研究や掲示物 1 2 1 1 1
メモ（自分のため） 1 3 2
日記（交換や学校課題も含む） 2 4
手紙（葉書・年賀状） 5 1 1
Q書写で学んだことは字を書くときに生きていると思うか
思う 少し思う あまり思わない 思わない
3 1 2


















































































































































































































































































無藤隆『自ら学ぶ子を育てる』金子書房　1998 年 1月 30 日
魚津郁夫編『世界の思想家 20　デューイ』平凡社　1978 年 1月 13 日
『世界の名著　59　パース・ジェイムズ・デューイ』中央公論社　1980 年 10 月 20 日
田浦武雄『デューイとその時代』玉川大学出版部　1984 年 6月 20 日
道又爾ほか『認知心理学―知のアーキテクチャを探る』有斐閣　2003 年 1月 20 日
子安増生・田中俊也・南風原朝和・伊東裕司　『教育心理学 [新版 ]』有斐閣　1992 年
1月 30 日
今井康雄編著『教育思想史』有斐閣　2009 年 6月 30 日
外山紀子・外山美樹『やさしい発達と学習』有斐閣　2010 年 3月 15 日
書写教育における個性指導への視座Ⅱ （ 69 ）
注）
1　「書写教育における個性への視座―高校への書写延伸の観点から」『創価人間学論集』
第 12号　平成 31年 3月
2　菅野智明「共生する書写―子どもの国語力とアート」『アートでひらく未来の子ど
もの育ち』玉川信一・石崎和宏編著　2014 年 2月 20 日　明石書店
3　松本仁志「書写教育における個へのシフトを考える―『規範性・個性』『用・美』
一体化への回帰―」『文学』第 15巻　第 5号　2014 年 9月①
4　平形精一「字形要素による学習漢字の分類（Ⅰ）」『書写書道教育研究』第 4号　
1990 年 3 月①，「字形要素による学習漢字の分類＜Ⅱ＞」『書写書道教育研究』第 5
号　1991 年 3 月②，「書写書道教育における基礎・基本について―字形原理の考察
を通して―」『書写書道教育研究』第 13号　1999 年 3月③
5　押木秀樹「左右の部分形から構成される漢字の字形に関する研究（１）－縦方向の
大きさに関する感覚と要素－」『書写書道教育研究』　第 10 号　1995 年 3 月，内藤
仁之・小川美帆・押木秀樹「手書き文字の概形特徴に関する基礎的研究」『書写書道




『日本官能評価学会誌』17 巻 1号　2013 年，「文字造型の感性評価 2：左右の払いに
関する美的印象」『書写書道教育研究』第 27号　2013 年 3月，平田光彦「文字の下
部における縦画の美的強調」『日本官能評価学会誌』17 巻　2号　2013 年，「楷書の
点画構成における “はね” を有する画の美的印象」『デザイン学研究』61 巻 4 号　
2015 年，「右払いやはねから感受される視覚的効果」『書写書道教育研究』第 31 号
　2016 年 3月，
7　上掲 4③，平形精一「国語科教育における書写指導の課題―その 1－」『静岡大学
教育学部研究報告 . 教科教育学篇』8巻　1977 年 3 月 22 日④，「国語科教育におけ
る書写指導の課題―その 2－」『静岡大学教育学部研究報告 . 教科教育学篇』12巻　
1981 年 3月 22 日⑤ 
8　押木秀樹「汎用性と合理性という視点からみた書写教育の基礎についての試論」『書
写書道教育研究』第 14号　2000 年 3月
9　松本仁志「国語科書写の再構築に関する基礎的考察」『広島大学大学院教育学研究




研究』第 20号　2005 年 3月②，「グローバル化と『書くこと』」『書写書道教育研究』
第 22 号　2007 年 3 月③，「書写教育とメタ認知」『書写書道教育研究』第 24 号　
2009 年 3月④
11　谷口邦彦・松本仁志「手書き文字の個性の教育に関する研究方向性」『学校教育実
践学研究』第 6巻　2000 年 3月 20 日
12　青木浩之「書写の授業における『学び』の視点」『国際書学研究／ 2000』　萱原書
房　2000 年 9月 16 日①，「書写の学習指導における課題解決型学習に関する一考察
―モストンの指導スタイル論を手掛かりとして―」『書写書道教育研究』第 13 号　
1999 年 3月②，青山浩之・當波ゆう子「国語科書写の学習指導における個性化とそ
の方策」『書写書道教育研究』第 18 号　2004 年 3 月④，藤田剛志「『21 世紀型』書
写学習への転換を目指して―新学習指導要領を実践レベルで具体化する―」平形精
一編著『文字文化と書写書道教育』萱原書房　2011 年 3月 31 日
13　杉﨑哲子「小学校国語科書写における自己評価活動の実践的考察」『書写書道教育
研究』第 18号　2004 年 3月，杉﨑哲子・藤田剛志「国語科書写における『ルーブリッ
ク評価法』導入の検討」『書写書道教育研究』第 33号　2019 年 3月，「教員養成の『書
写 ･書道』における評価法の検討」『静岡大学教育実践総合センター紀要』29 巻　
2019 年 3月 27 日
14　評価カードについては具体例として，長野秀章編著『実践！小学書写』（教育出版
　2004 年 9月 1日）で取り上げられており，筆者の知見する範囲においても，実際
に活用している複数の公立学校があった。
15　こうした問題提起は，松本仁志『「書くこと」の学びを支える国語科書写の展開』（三
省堂　2009 年 9 月 10 日）や青山浩之編著『書写力・語彙力・活用力の育成を位置
づけた小学校書写　指導のアイデア＆モデル―生きて働く「書字力」を育てる―』（明
治図書出版　2016 年 11 月）などで貫かれているテーマである。他に沓名健一郎・
本田容子「言語力の育成を中心とした国語科書写の展開」『書写書道教育研究』第
28号　2013 年 3月など





17　山口真美『赤ちゃんに学ぶ　「個性」はどこから来たのか』講談社　2014 年 7 月
31 日
18　『新教育学事典』第 4巻　第一法規出版　1990 年 7月 31 日
19　『新教育学事典』第 3巻　第一法規出版　1990 年 7月 31 日
　　『現代教育目標事典』ぎょうせい　1978 年 12 月 10 日
20　谷口忠顕『デューイの個性教育論』成文堂　1992 年 3月 20 日











31　前掲 12　青木浩之②　P48 ～ 52 趣旨
































































書写教育における個性指導への視座Ⅱ （ 73 ）
65　杉﨑哲子「中学校国語科書写における硬筆指導の方向性に関する考察」『書写書道
教育研究』第 26号　2011 年 3月
66　杉﨑哲子「小学校国語科書写における『毛筆作品制作』に関する一考察」『書写書














月 25 日　P10 ～ 11，114




する基礎的研究」『書写書道教育研究』第 24号　2009 年 3月　などで論じられてい
る問題点は念頭に置きたい。
73　研究の領域においても，青山浩之・栁澤ももこ「文字列を書きまとめる能力と効
果的な学習プロセスについて」『書写書道教育研究』第 23号　2008 年 3月，栁澤も
もこ・青山浩之「言語活動を支える書写の実践的研究―読みやすく見やすいノート
の書きまとめ指導を通して」『書写書道教育研究』第 25号　2010 年 3月のような先
行例がある。
74　中学校の学習指導要領の第一学年（ア）は「字形を整え，文字の大きさ，配列な
どについて理解して，楷書で書くこと」とされている。『中学校学習指導要領』文部
科学省　2017 年 3月
